
滋賀伝統産業フェスティバルの開催  

 

「平成 27 年度子ども県議会」において発表されたこの提案は、

滋賀県のすばらしい伝統産業を体験できるイベントを開催して

はどうか」という内容です。この提案に対し、商工観光労働部モ

ノづくり振興課が、既に開催が決まっていた「滋賀産エキスポ～

知ってる？滋賀のものづくり～」というイベントについて、子ど

も議員に案内状を送りました。このイベントは、クイズや滋賀の

ものづくり体験をとおして、滋賀県が誇る地場産業を楽しみなが

ら学ぶイベントで、提案した子ども議員の考えに近いものです。

当日は、子ども議員も何名か参加し、滋賀の地場産業を楽しみな

がら学びました。 

 

無農薬野菜のよさを味わうイベントの開催 

「平成 26 年度子ども県議会」において発表されたこの提案は、「無農薬野菜のよさを知っ

てもらうために、農業イベントを開催すればどうか」という内容です。この提案に対し、

農政水産部食のブランド推進課のホームページ内に新たに、「有機農業の体験」というリ

ンクが新設されました。このリンクにより、有機野菜づくり体験ができる情報が閲覧でき

るようになりました。 

 

 

 

 

 

 



ご当地ステッカーで滋賀をアピール 

 

 「平成 26 年度子ども県議会」に発表されたこの提案は、「滋賀県は、誇れるものがたく

さんあり、もっと多くの人に知ってもらうためにご当地ステッカーを滋賀県の公用車に貼

って走ってはどうか」という内容です。これを受け、商工観光労働部観光交流局において

その作成を決定し、子ども議員が考えたゆるキャラ「しがちゃん」のステッカーが完成。

観光交流局の公用車にこのステッカーを貼ることになりました。 

「しがちゃん」は、竹生島の形をした胴体に、琵琶湖のネックレス、また子ども議員が

伝統産業体験を行った愛荘町の名産、麻でできた髪飾りをしている滋賀の魅力にこだわっ

たキャラクターで、提案者の子ども議員にもステッカーの制作に協力していただきました。 

 

 

 

 

 びわ湖の日に固有種の放流

イベントを 

 「平成26年度 子ども県議会」において発表され

た「びわ湖の固有種を増やすために」という提案

は、「琵琶湖にしかすんでいない固有種を残して

いくために、卵から稚魚になるまでの一番弱い期



間を人の手で守り育て、育てた固有種を「びわ湖の日」のイベントで放流してはど

うか。」という内容です。農政水産部水産課がこの提案を受け、水産試験場で育て

られている固有種「ニゴロブナ」の稚魚を彦根市で行われる「びわ湖の日」環境美

化活動の中で放流するイベントを開催し、提案をした子ども議員も招待しました。 

 

子ども目線の観光パンフレット

を作成 

 

「平成29年度 子ども県議会」において発表された「子

どもにも楽しい観光を！」という提案で、「子ども目

線の観光パンフレットの作成をしてはどうか」という

内容です。商工観光労働部観光交流局がこの提案を受

け、平成29年度の子ども議員の中から有志を募り、子

ども編集委員として、滋賀県立大学の学生と協働して

作成し、主に各施設や教育旅行の児童生徒向けに1万部

を発行しました。 

 

 

その他 

・子ども議員の意見を受けて、滋賀県が発行する福祉読本の改定 

・子ども議員の提案を受け、飲酒運転根絶のために、小学生を対象に「飲酒運転や

めようポスター」の募集 

・子ども議員の提案を受け、外来魚リリース禁止啓発ポスターを作成し、県内の外

来魚回収ボックスに掲示 

                          

  など、これまで子どもたちが提案した意見、アイデアが実現しています。  


